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公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所 所長

横浜市会議員

仁田まさとし 検索

←メルマガの
　登録はこちらへ

　3年に一度開かれる現代アートの国際展であるヨコハマトリエ
ンナーレ2020が7月17日（金）より、横浜美術館と近接のプロッ
ト48を会場に開催されてい
ます。10月11日（日）までの
78日間の開催となります。
　徹底した感染予防が実施
され、いわゆる「3密」回避の
ため、チケットは日時指定の
予約制です。

ヨコハマトリエンナーレ2020が開幕
《AFTERGLOW－光の破片をつかまえる》
ヨコハマトリエンナーレ2020が開幕
《AFTERGLOW－光の破片をつかまえる》

コロナ感染症対策で187億円の補正
予算が実現しました
コロナ感染症対策で187億円の補正
予算が実現しました
　国でのコロナ対策第２次補正予算を受け、横浜
市会でも約１８７億円の補正予算が成立しました。
　感染の第２波に備えた万全の医療提供体制、横
浜経済と市民生活を守る支援、学校再開や「新しい
生活様式」の構築へ、集中的な審議を行い施策の
充実を図りました。

  

●検査体制を強化
　 《ドライブスルー PCR検査を14か所に拡大、
　 身近な診療所および往診による検査も実施。
　抗原検査を含めた検査費用の無償化。》
●「新しい生活様式」を支援
　 《中小事業者のテレワークの導入や感染拡大
　防止のための施設改修、機器購入へ補助金を
　支給。》
●観光・MICEの回復へ
　 《市内観光・宿泊の促進へ旅行商品の割引や
　 宿泊クーポンなど、販促プロモーションを実施。》
●生活の困難に寄り添う
　 《ひとり親世帯への臨時特別給付金の支給、
　フードバンクを活用した食料提供、横浜市大学
　生への授業料減免など、経済的に困窮している
　方々を支援。自立支援の体制を強化。》 

●災害避難所の備蓄を強化
　 《アルコール消毒液、マスク、簡易間仕切り、
　 段ボールベッド、体温計などを調達。》
●妊産婦の支援を充実
　 《希望者全員にPCR検査の実施、特定不妊治
　療費助成の拡充、産後ヘルパーの利用費用の
　助成など。》
●児童生徒の学びを支援
　 《全487校に非常勤講師、職員室業務アシス
　タントなどを追加配置。学校に応じて必要な
　感染防止資機材を追加購入。》

《今回の定例会で決定した主な施策》

新型コロナウイルス感染症関連
《横浜市支援メニュー》

◀市民の
　皆さまへ

事業者の▶
皆さまへ

　佐々木さやか参院議員の国会質問をきっかけに 2017年6月に110 年ぶり
に性犯罪に関する刑法が改正、厳罰化が図られました。
　法改正時の附帯決議に定めた見直しの期限を迎えるにあたり、公明党横浜市
議団は関係団体からの要望を踏まえ、再犯防止や被害者支援、性暴力根絶に向
けて、さらに踏み込んだ措置を求める意見書の提出をリードしました。
　横浜市会として7月7日の本会議にて、全会一致で意見書が採択されました。

「性犯罪・性暴力対策の強化を求める意見書」を提出へ「性犯罪・性暴力対策の強化を求める意見書」を提出へ

参院法務委員会で性犯罪の厳罰化を訴える
佐々木さやか参院議員（２０１７年６月）

安全・安心で質の高い昼食を安全・安心で質の高い昼食を
ハマ弁 来春から「給食」にハマ弁 来春から「給食」に
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　横浜市立中学校で提供されているデリバリー昼食の「ハマ弁」を、2021 年度
から学校給食法の「給食」に位置付け、選択制のデリバリー型給食を実施する方
針が示されました。
　学校給食法による給食に位置付けることで、
　①実施主体が横浜市となり、責任の所在が明確になる
　　ことで、今まで以上に安全・安心で質の高い昼食の
　　提供が可能となる。
　②食材が充実し、保護者負担額は食材費となる。
　③食育の「生きた食材」として活用される。
　　などの意義があり、生徒、保護者の皆様に大きなメリットが生じます。
　仁田市議は、本年 3 月に開かれた横浜市会の子ども青少年・教育委員会で、
「食材費としての保護者負担を適正化し、負担額を軽減すべき」と主張しました。
　………………………………………………………………………………………
　これまで公明党横浜市会議員団は、学校給食法に位置付けられた、選択制のあ
るデリバリー方式による「横浜型給食」の実施を主張してきました。
　横浜市教育委員会の計画では本年 9月に事業者を決定し、21 年 4 月に開始
できるよう約半年をかけた給食化に向けた準備が始まります。



コロナ禍を超え賑わいの復興へコロナ禍を超え賑わいの復興へ市民の心身の健康増進へ
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仁
田  

昌
寿

●
市
民
・
文
化
観
光
・
消
防
委
員
会

●
健
康
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
特
別
委
員
会

〔
南
区
〕

〔
都
筑
区
〕

斎
藤  

真
二

●
こ
ど
も
青
少
年
・
教
育
委
員
会

●
健
康
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
特
別
委
員
会

●
神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

〔
金
沢
区
〕

竹
野
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猛
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策
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環
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創
造
・資
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委
員
会

●
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康
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く
り
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ス
ポ
ー
ツ
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長

〔
旭
区
〕

木
内  

秀
一
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健
康
福
祉
・
医
療
委
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会

●
減
災
対
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推
進
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別
委
員
会
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議
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広
報
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〔
瀬
谷
区
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弘
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港
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運
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〔
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塚
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光
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人
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築
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会
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光
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特
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神
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川
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後
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高
齢
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医
療
広
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合
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調
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会
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鶴
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財
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市
会
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齢
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●
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港
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特
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会
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監
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委
員

　

6
月
6
日
、
三
浦
の
ぶ
ひ
ろ
参
院
議
員
と
と
も
に
横

浜
・
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
を
訪
問
し
、
来
場
者
の

感
染
症
対
策
、
休
業
に
よ
る
雇
用
や
運
営
へ
の
影
響
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。松
田
心
副
総
支
配
人

よ
り
「
遠
方
か
ら
の
集
客
が

期
待
で
き
な
い
分
、
地
元
や

近
隣
の
皆
さ
ま
に
安
心
し

て
楽
し
ん
で
頂
け
る
施
設

に
し
ま
す
」
と
賑
わ
い
復
興

へ
の
決
意
も
伺
い
ま
し
た
。

　

効
果
的
な
施
策
展
開
で
、

大
切
な
観
光
産
業
を
支
え

盛
り
立
て
て
い
き
ま
す
。

介護現場を守り、支える介護現場を守り、支える

　７月３日、遠山きよひこ衆院議員、
三浦のぶひろ参院議員とともに、相
鉄線・星川駅（保土ヶ谷区）を訪問
し、連続立体交差事業の進捗状況を
視察しました。
　「開かずの踏切」を解消し、地域交
通の円滑化を図る同事業は、公明党
が政府に働き掛けて実現したもの
で、１．９キロの高架化で９か所の踏
切が解消されました。
　遠山議員らは同日、再開発が進む
二俣川駅（旭区）も視察しました。

踏切解消で利便性向上踏切解消で利便性向上
遠山きよひこ議員らと相鉄線高架化事業の進捗を確認

市民の心身の健康増進へ

  

6
月
24
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
新
横
浜
ス

ケ
ボ
ー
広
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
に
採
用
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、パ
ー
ク
型
へ

の
改
修
を
行
っ
た
も
の
で

す
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
プ
レ
ー

ヤ
ー
か
ら
強
化
選
手
も
集

い
、「
世
界
有
数
の
パ
ー
ク

に
劣
ら
な
い
ク
オ
リ
テ
ィ

で
す
」
と
評
価
も
高
く
、

オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
増
進
へ
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
さ
ら
な

る
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

皆さまの、いちばん近くで動く、働く。横浜市会公明党です。皆さまの、いちばん近くで動く、働く。横浜市会公明党です。皆さまの、いちばん近くで動く、働く。横浜市会公明党です。
２０２０年５月 新しい構成により議会がスタート

　

7
月
7
日
、
三
浦
の
ぶ

ひ
ろ
参
院
議
員
と
と
も

に
、コ
ロ
ナ
下
で
の
介
護
現

場
の
課
題
を
め
ぐ
り
、
横

浜
市
み
な
と
介
護
福
祉
事

業
協
同
組
合
・
日
髙
淳
理

事
長
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

席
上
、
日
髙
理
事
長
よ

り
、
公
明
党
の
申
し
入
れ

に
よ
り
、
第
2
次
補
正
予

算
に
介
護
従
事
者
へ
の
慰

労
金
の
支
給
を
は
じ
め
、

事
業
の
継
続
支
援
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
感

謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、介
護
職
員
の
地
位
向

上
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
な
ど

の
要
望
も
伺
い
ま
し
た
。

横浜新市庁舎が移転オープン横浜新市庁舎が移転オープン

住　   所： 〒231-0005  横浜市中区本町6丁目50番地の10
アクセス：みなとみらい線「馬車道駅」1C 出口直結
　　　　   JR・市営地下鉄「桜木町駅」徒歩3分

　

7
月
2
日
、
一
般
財
団
法
人
横
浜
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
協
会
の
中
川
明
理
事

長
、
な
ら
び
に
市
内
で
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
営
む
株
式
会
社
イ
ン
セ
ク

ト
ノ
イ
ズ
の
椙
江
茂
起
代
表
取
締
役
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

中
川
理
事
長
は
１
９
９
３
年
か
ら
続
い
て
い
る
横
浜
ジ
ャ
ズ
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
に
つ
い
て
、「
コ
ロ
ナ
下
で
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
練
習
も
十
分

に
で
き
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
開
催
が
困
難
」と
語
り
、
横
浜
市
の
一

層
の
支
援
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
椙
江
代
表
取
締
役
か
ら
は
、
公
明
党
市
議
団
の
後
押
し
で

実
現
し
た
、コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
収
入
が
激
減
し
た
文
化
芸
術

団
体
へ
の
給
付
金
支
援
に
つ
い
て「
と
て
も
有
難
い
」と
感
謝
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。西
洋
文
化
伝
来
の
地
・
横
浜
の
文
化
芸
術
を
、
さ

ら
に
支
援
し
護
っ
て
い
き
ま
す
。

横浜の音楽文化を護る横浜の音楽文化を護る
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議

〔
瀬
谷
区
〕

久
保  

和
弘

●
国
際
・
経
済
・
港
湾
委
員
会

●
郊
外
部
再
生
・
活
性
化
特
別
委
員
会

●
市
会
運
営
委
員
会

■
政
務
調
査
会
副
会
長

〔
青
葉
区
〕

行
田  

朝
仁

■
政
務
調
査
会
副
会
長

〔
戸
塚
区
〕

中
島  

光
徳

●
水
道
・
交
通
委
員
会
副
委
員
長

●
減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

■
政
務
調
査
会
副
会
長

〔
港
南
区
〕

安
西  

英
俊

〔
磯
子
区
〕

加
藤  

広
人

●
建
築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会

●
基
地
対
策
特
別
委
員
会
副
委
員
長

〔
中
区
〕

福
島  

直
子

●
市
民
・
文
化
観
光
・
消
防
委
員
会
委
員
長

●
新
た
な
都
市
活
力
推
進
特
別
委
員
会

〔
泉
区
〕

源
波  

正
保

●
政
策
・
総
務
・
財
政
委
員
会
副
委
員
長 

●
基
地
対
策
特
別
委
員
会

〔
神
奈
川
区
〕

竹
内  

康
洋

●
政
策
・
総
務
・
財
政
委
員
会

●
大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会
副
委
員
長

■
団
長

〔
保
土
ケ
谷
区
〕

■
副
団
長

斉
藤  

伸
一

●
こ
ど
も
青
少
年
・
教
育
委
員
会
委
員
長

●
減
災
対
策
推
進
特
別
委
員
会

■
副
団
長

〔
港
北
区
〕

望
月  

康
弘

●
建
築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会
副
委
員
長

●
新
た
な
都
市
活
力
推
進
特
別
委
員
会

●
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

■
政
務
調
査
会
長

〔
鶴
見
区
〕

尾
崎     

太

●
温
暖
化
対
策・環
境
創
造・資
源
循
環
委
員
会
委
員
長

●
大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

●
水
道
・
交
通
委
員
会

●
基
地
対
策
特
別
委
員
会

●
市
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長

●
健
康
福
祉
・
医
療
委
員
会
副
委
員
長

●
郊
外
部
再
生
・
活
性
化
特
別
委
員
会

●
市
会
運
営
委
員
会
理
事

●
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

〔
緑
区
〕

高
橋  

正
治

●
国
際
・
経
済
・
港
湾
委
員
会

●
大
都
市
行
財
政
制
度
特
別
委
員
会

■
監
査
委
員

　

6
月
6
日
、
三
浦
の
ぶ
ひ
ろ
参
院
議
員
と
と
も
に
横

浜
・
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
を
訪
問
し
、
来
場
者
の

感
染
症
対
策
、
休
業
に
よ
る
雇
用
や
運
営
へ
の
影
響
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。松
田
心
副
総
支
配
人

よ
り
「
遠
方
か
ら
の
集
客
が

期
待
で
き
な
い
分
、
地
元
や

近
隣
の
皆
さ
ま
に
安
心
し

て
楽
し
ん
で
頂
け
る
施
設

に
し
ま
す
」
と
賑
わ
い
復
興

へ
の
決
意
も
伺
い
ま
し
た
。

　

効
果
的
な
施
策
展
開
で
、

大
切
な
観
光
産
業
を
支
え

盛
り
立
て
て
い
き
ま
す
。

介護現場を守り、支える介護現場を守り、支える

　７月３日、遠山きよひこ衆院議員、
三浦のぶひろ参院議員とともに、相
鉄線・星川駅（保土ヶ谷区）を訪問
し、連続立体交差事業の進捗状況を
視察しました。
　「開かずの踏切」を解消し、地域交
通の円滑化を図る同事業は、公明党
が政府に働き掛けて実現したもの
で、１．９キロの高架化で９か所の踏
切が解消されました。
　遠山議員らは同日、再開発が進む
二俣川駅（旭区）も視察しました。

踏切解消で利便性向上踏切解消で利便性向上
遠山きよひこ議員らと相鉄線高架化事業の進捗を確認

市民の心身の健康増進へ

  

6
月
24
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
新
横
浜
ス

ケ
ボ
ー
広
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
に
採
用
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、パ
ー
ク
型
へ

の
改
修
を
行
っ
た
も
の
で

す
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
プ
レ
ー

ヤ
ー
か
ら
強
化
選
手
も
集

い
、「
世
界
有
数
の
パ
ー
ク

に
劣
ら
な
い
ク
オ
リ
テ
ィ

で
す
」
と
評
価
も
高
く
、

オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
増
進
へ
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
さ
ら
な

る
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

皆さまの、いちばん近くで動く、働く。横浜市会公明党です。皆さまの、いちばん近くで動く、働く。横浜市会公明党です。皆さまの、いちばん近くで動く、働く。横浜市会公明党です。
２０２０年５月 新しい構成により議会がスタート

　

7
月
7
日
、
三
浦
の
ぶ

ひ
ろ
参
院
議
員
と
と
も

に
、コ
ロ
ナ
下
で
の
介
護
現

場
の
課
題
を
め
ぐ
り
、
横

浜
市
み
な
と
介
護
福
祉
事

業
協
同
組
合
・
日
髙
淳
理

事
長
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

席
上
、
日
髙
理
事
長
よ

り
、
公
明
党
の
申
し
入
れ

に
よ
り
、
第
2
次
補
正
予

算
に
介
護
従
事
者
へ
の
慰

労
金
の
支
給
を
は
じ
め
、

事
業
の
継
続
支
援
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に
感

謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、介
護
職
員
の
地
位
向

上
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
な
ど

の
要
望
も
伺
い
ま
し
た
。

横浜新市庁舎が移転オープン横浜新市庁舎が移転オープン

住　   所： 〒231-0005  横浜市中区本町6丁目50番地の10
アクセス：みなとみらい線「馬車道駅」1C 出口直結
　　　　   JR・市営地下鉄「桜木町駅」徒歩3分

　

7
月
2
日
、
一
般
財
団
法
人
横
浜
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
協
会
の
中
川
明
理
事

長
、
な
ら
び
に
市
内
で
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
営
む
株
式
会
社
イ
ン
セ
ク

ト
ノ
イ
ズ
の
椙
江
茂
起
代
表
取
締
役
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

中
川
理
事
長
は
１
９
９
３
年
か
ら
続
い
て
い
る
横
浜
ジ
ャ
ズ
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
に
つ
い
て
、「
コ
ロ
ナ
下
で
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
練
習
も
十
分

に
で
き
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
開
催
が
困
難
」と
語
り
、
横
浜
市
の
一

層
の
支
援
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
椙
江
代
表
取
締
役
か
ら
は
、
公
明
党
市
議
団
の
後
押
し
で

実
現
し
た
、コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
収
入
が
激
減
し
た
文
化
芸
術

団
体
へ
の
給
付
金
支
援
に
つ
い
て「
と
て
も
有
難
い
」と
感
謝
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。西
洋
文
化
伝
来
の
地
・
横
浜
の
文
化
芸
術
を
、
さ

ら
に
支
援
し
護
っ
て
い
き
ま
す
。

横浜の音楽文化を護る横浜の音楽文化を護る
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公明党横浜市会議員団
南区政務調査事務所 所長

横浜市会議員

仁田まさとし 検索

←メルマガの
　登録はこちらへ

　3年に一度開かれる現代アートの国際展であるヨコハマトリエ
ンナーレ2020が7月17日（金）より、横浜美術館と近接のプロッ
ト48を会場に開催されてい
ます。10月11日（日）までの
78日間の開催となります。
　徹底した感染予防が実施
され、いわゆる「3密」回避の
ため、チケットは日時指定の
予約制です。

ヨコハマトリエンナーレ2020が開幕
《AFTERGLOW－光の破片をつかまえる》
ヨコハマトリエンナーレ2020が開幕
《AFTERGLOW－光の破片をつかまえる》

コロナ感染症対策で187億円の補正
予算が実現しました
コロナ感染症対策で187億円の補正
予算が実現しました
　国でのコロナ対策第２次補正予算を受け、横浜
市会でも約１８７億円の補正予算が成立しました。
　感染の第２波に備えた万全の医療提供体制、横
浜経済と市民生活を守る支援、学校再開や「新しい
生活様式」の構築へ、集中的な審議を行い施策の
充実を図りました。

  

●検査体制を強化
　 《ドライブスルー PCR検査を14か所に拡大、
　 身近な診療所および往診による検査も実施。
　抗原検査を含めた検査費用の無償化。》
●「新しい生活様式」を支援
　 《中小事業者のテレワークの導入や感染拡大
　防止のための施設改修、機器購入へ補助金を
　支給。》
●観光・MICEの回復へ
　 《市内観光・宿泊の促進へ旅行商品の割引や
　 宿泊クーポンなど、販促プロモーションを実施。》
●生活の困難に寄り添う
　 《ひとり親世帯への臨時特別給付金の支給、
　フードバンクを活用した食料提供、横浜市大学
　生への授業料減免など、経済的に困窮している
　方々を支援。自立支援の体制を強化。》 

●災害避難所の備蓄を強化
　 《アルコール消毒液、マスク、簡易間仕切り、
　 段ボールベッド、体温計などを調達。》
●妊産婦の支援を充実
　 《希望者全員にPCR検査の実施、特定不妊治
　療費助成の拡充、産後ヘルパーの利用費用の
　助成など。》
●児童生徒の学びを支援
　 《全487校に非常勤講師、職員室業務アシス
　タントなどを追加配置。学校に応じて必要な
　感染防止資機材を追加購入。》

《今回の定例会で決定した主な施策》

新型コロナウイルス感染症関連
《横浜市支援メニュー》

◀市民の
　皆さまへ

事業者の▶
皆さまへ

　佐々木さやか参院議員の国会質問をきっかけに 2017年6月に110 年ぶり
に性犯罪に関する刑法が改正、厳罰化が図られました。
　法改正時の附帯決議に定めた見直しの期限を迎えるにあたり、公明党横浜市
議団は関係団体からの要望を踏まえ、再犯防止や被害者支援、性暴力根絶に向
けて、さらに踏み込んだ措置を求める意見書の提出をリードしました。
　横浜市会として7月7日の本会議にて、全会一致で意見書が採択されました。

「性犯罪・性暴力対策の強化を求める意見書」を提出へ「性犯罪・性暴力対策の強化を求める意見書」を提出へ

参院法務委員会で性犯罪の厳罰化を訴える
佐々木さやか参院議員（２０１７年６月）

安全・安心で質の高い昼食を安全・安心で質の高い昼食を
ハマ弁 来春から「給食」にハマ弁 来春から「給食」に

ヨ
コハマ
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
2
0
会
場

横
浜
美
術
館
の
外
観
も
作
品
の一つ

イ
ヴ
ァ
ナ・フ
ラ
ン
ケ《
予
期
せ
ぬ
共
鳴
》

2
0
2
0（
C
）Ivana    

Fran
ke

ア
リュア
ー
イ・プ
リ
ダ
ン《
生
命
軸
》2
0
1
8

P
ho
to 

By  

Ke
i
ta 

Otsu
ka

開始

　横浜市立中学校で提供されているデリバリー昼食の「ハマ弁」を、2021 年度
から学校給食法の「給食」に位置付け、選択制のデリバリー型給食を実施する方
針が示されました。
　学校給食法による給食に位置付けることで、
　①実施主体が横浜市となり、責任の所在が明確になる
　　ことで、今まで以上に安全・安心で質の高い昼食の
　　提供が可能となる。
　②食材が充実し、保護者負担額は食材費となる。
　③食育の「生きた食材」として活用される。
　　などの意義があり、生徒、保護者の皆様に大きなメリットが生じます。
　仁田市議は、本年 3 月に開かれた横浜市会の子ども青少年・教育委員会で、
「食材費としての保護者負担を適正化し、負担額を軽減すべき」と主張しました。
　………………………………………………………………………………………
　これまで公明党横浜市会議員団は、学校給食法に位置付けられた、選択制のあ
るデリバリー方式による「横浜型給食」の実施を主張してきました。
　横浜市教育委員会の計画では本年 9月に事業者を決定し、21 年 4 月に開始
できるよう約半年をかけた給食化に向けた準備が始まります。
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